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１章 舗装工 

１．１ 不陸整正 

 

 １．適用 

アスファルト舗装及びコンクリート舗装工事の不陸整正に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

路床及び路盤の不陸整正の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、補足材料の有無、補足材料平均厚さ、補足材料の規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

       区 分 

項 目 

3 次元 

モデル 

属 性 情 報 

補足材料 

の有無 

補足材料 

平均厚さ 

補足材料

の規格 単位 数量 備考 

不陸整正 Ｂ ○ 〇 〇 m2   

不陸整正 

(ICT) 
Ｂ ○ ○ ○ m2   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

（２）路床面又は路盤面の 3次元計測データ並びに 3次元設計データ若しくは不陸整正の 3次元計測

データがある場合における補修材の平均厚さの算出は、以下のとおりとする。 

平均厚さ＝体積/面積 

体積については、3 次元 CAD 等を用いた場合によることを標準とする。 
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１．２ 路盤工 

 

 １．適用 

アスファルト舗装及びコンクリート舗装工事の路盤工（瀝青安定処理路盤を含む）に適用す

る。 

 

 ２．数量算出項目 

下層路盤、上層路盤の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、仕上り厚さ、規格、平均幅員、瀝青材料種類・締固め後密度とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

区 分 

項 目 

3 

次 

元 

モ 

デ 

ル 

属性情報 

規 格 

(材料) 

仕上り厚 

施工

区分 

平均 

幅員 

瀝青材

料種類

・締固め

後密度 

単 

位 

数 

量 

備 

考 

一層当

り平均

仕上り

厚 

（mm） 

全仕上

り厚 

（mm） 

下層路盤（車道・路肩部） Ｂ ○ － ○ ○ － － m2   

下層路盤（車道・路肩部） 

(ICT) 
Ｂ ○ － ○ ○ － － m2   

下層路盤（歩道部） Ｂ ○ － ○ ○ － － m2   

上層路盤（車道・路肩部） Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ m2   

上層路盤（車道・路肩部） 

(ICT) 
Ｂ ○ － ○ ○ ○ － m2   

上層路盤（歩道部） Ｂ ○ － ○ ○ － － m2   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
  注）上層路盤（車道・路肩部）における仕上り厚区分について、規格（材料）が瀝青安定処理

材の場合は「一層当り平均仕上り厚」、粒度調整砕石の場合は「全仕上り厚」を適用する。 

 

 （２）仕上り厚さ区分及び規格区分 

路盤の仕上り厚さ及び材料の規格（粒調砕石 40～0、クラッシャラン 40～0 等）ごとに区分し

て算出する。 
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（アスファルト舗装の構成例） 

 

 

 

 

 

 （３）平均幅員区分 

①1.4m 未満 

②1.4m 以上 3.0m 以下 

③3.0m 超 

 

（４）施工区分 

①1層施工 

②2層施工 

③3層施工 

④4層施工 

⑤5層施工 

⑥6層施工 

 

（５）路床面又は路盤面の 3次元計測データ並びに路盤面の 3次元設計データがある場合における路

盤の仕上り厚さの算出は、以下のとおりとする。 

仕上り厚さ＝体積/面積 

体積については、3 次元 CAD 等を用いた場合、1.10 3 次元モデルによる数量算出方法によるこ

とを標準とする。 
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１．３ アスファルト舗装工 

 

 １．適用 

アスファルト舗装工における基層・中間層・表層及び縁石工におけるアスカーブに適用する。

なお、アスファルト混合物が現地プラント方式の場合、アスファルト混合物の締固め後密度が

1.90t/m3未満、2.50t/m3以上の場合を除く。 

 

 ２．数量算出項目 

 車道・路肩部、歩道部の別に基層、中間層、表層の面積を、アスカーブの延長をそれぞれ区分

ごとに算出する。面積＝本線＋すりつけ部＋非常駐車帯を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、基層・中間層・表層1層当りは平均仕上り厚、平均幅員、規格、瀝青材料種類とし、

アスカーブは断面積、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 

3 

次 

元 

モ 

デ 

ル 

属性情報 

１層当

り平均

仕上り

厚 

（ｍｍ） 

平均 

幅員 

断面

積 

規格 

(材料) 

瀝青材

料種類 
単位 数量 備考 

基層（車道・路肩部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

中間層（車道・路肩部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

表層（車道・路肩部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

基層（歩道部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

中間層（歩道部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

表層（歩道部） Ｂ ○ ○ － ○ ○ m2   

アスカーブ Ｂ － － ○ ○ － m   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
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 （２）1 層当り平均仕上り厚及び規格・瀝青材料種類区分 

舗装の厚さ及び材料の規格（再生密粒 As13、再生粗粒 As20、再生 As 安定処理路盤等）、瀝青

材料種類（タックコート、プライムコート等）ごとに区分して算出する。 

材料の規格は締固め後密度も示す。 

 

 

（アスファルト舗装の構成例） 

 

 

 （３）平均幅員区分 

平均幅員による区分は、下記のとおりとする。 

①1.4m 未満 

②1.4m 以上 3.0m 以下 

③3.0m 超 
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１．４ 半たわみ性（コンポジット）舗装工 

 

 １．適用 

開粒度タイプ加熱アスファルト混合物を舗設後、セメントミルクを浸透させる半たわみ性舗

装工及び半たわみ性コンポジット舗装工におけるセメントミルク浸透に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

セメントミルク浸透の数量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、施工厚さ、浸透用セメントミルク種類とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
項 目 

3 次元 

モデル 

属性情報 

施工 

厚さ 

浸透用セメン

トミルク種類 

浸透用セメントミ

ルク使用量 

（L/100m2） 

単
位 

数
量 

備
考 

セメントミルク 
浸透 

Ｂ ○ ○ ○ m2   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

 （２）施工厚さによる区分は、以下のとおりとする。 

施工厚さ   50mm   
   

100mm    
   

各種   
 

 （３）浸透用セメントミルク種類による区分は、以下のとおりとする。 

浸透用セメントミルク種類   超速硬型   
   

普通型    
   

早強型    

 

  関連数量算出項目 

項目 
3 次元 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備 考 

表層(車道、路肩部) Ｂ m2  
「第３編（道路編）１．３アス

ファルト舗装工」参照 
3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

  （１）浸透用セメントミルク標準使用量（ロスを含む）は下記のとおりである。 

      100m2 当り浸透用セメントミルク使用量(L)=25.2(L/mm)×施工厚さ(mm) 
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１．５  コンクリート舗装工 

 

 １．適用 

  コンクリート舗装工（連続鉄筋コンクリート舗装工・転圧コンクリート舗装工は除く。）に 
適用する。 

 

  ２．数量算出項目 

 コンクリート舗装、縦目地、横目地の数量を区分ごとに算出する。 
 なお、路盤の数量は、「第３編（道路編）１．２ 路盤工」に、アスファルト中間層の数量は、
「第３編（道路編）１．３ アスファルト舗装工」により算出する。 

 

  ３．区分 

 区分は、施工箇所、舗装厚、規格、施工方法とする。 

 
（１） 数量算出項目及び区分一覧表 

 
    １）コンクリート舗装 

        区 分 
 
項 目 

3 次元
モデル 

属 性 情 報 

施工
箇所 

舗装厚 
規 格 
（材料） 

施工 
方法 

単位 数量 備  考 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 舗 装 Ｂ 

○ ○ 

○ 

○ 

ｍ２   
鉄 網 Ｂ ○ ｍ２  舗装１００ｍ２当たり 

鉄 筋 鉄 網 Ｂ ○  ｔ  〃 

補 強 鉄 筋 Ｂ ○  ｔ  〃 

    3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

      ２）縦目地 

区 分 
 
項 目 

3 次元
モデル 

属 性 情 報 

施工 
箇所 

舗装厚 
規 格 
(材料) 

施工 
方法 

単位 数量 備  考 

タ イ バ ー Ｂ 

○ ○ 

○ 

○ 

本  目地１０００ｍ当たり 

ねじ付タイバー Ｂ ○ 本  〃 

ク ロ ス バ ー Ｂ ○ ㎏  〃 

チ ェ ア ー Ｂ ○ 個  〃 

目 地 板 Ｂ ○ ｍ２  〃 

注 入 目 地 材 Ｂ ○ ㎏  〃 

シ ー ル 材 Ｂ ○ ㎏  〃 

木材又はＬ型 

プラスチック材 
Ｂ ○ ｍ  〃 

 

    3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
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      ３）横目地 
 

区 分 
 
項 目 

3 次元
モデル 

属 性 情 報 

施工 
箇所 

舗装厚 
規 格 
(材料) 

施工 
方法 

単位 数量 備  考 

スリップバー Ｂ 

○ ○ 

○ 

○ 

本  目地１０００ｍ当たり 

キ ャ ッ プ 付 

スリップバー 
Ｂ ○ 本  〃 

ク ロ ス バ ー Ｂ ○ ㎏  〃 

チ ェ ア ー Ｂ ○ 個  〃 

目 地 板 Ｂ ○ ｍ２  〃 

注 入 目 地 材 Ｂ ○ ㎏  〃 
      
    3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
 （２）施工箇所区分 

       本線、副道、歩道等の施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

    （コンクリート舗装の構成）                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）施工方法区分 

        施工方法による区分は、下表のとおりとする。 
 

施 工 方 法 

機械施工 
① １ 車 線 施 工 

② ２ 車 線 施 工 

人力施工 
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１．６  連続鉄筋コンクリート舗装工 
 

 １．適用 

  連続鉄筋コンクリート舗装工に適用する。 

 

  ２．数量算出項目 

 コンクリート舗装、縦目地の数量を区分ごとに算出する。 

 なお、路盤の数量は、「第３編（道路編）１．２ 路盤工」に、アスファルト中間層の数量は、

「第３編（道路編）１．３ アスファルト舗装工」により算出する。 

 

  ３．区分 

 区分は、施工箇所、舗装厚、規格とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表 
 

    １）コンクリート舗装 

         区 分 
 
項 目 

3 次元 
モデル 

                 属 性 情 報 

施  工 
箇  所 

舗装厚 
規 格 
(材料) 

単位 数  量      備 考 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 舗 装 Ｂ 
○ ○ 

○ ㎡   

鉄 筋 Ｂ ○ ｔ  舗装１００㎡当り 
     

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

     注）目地切り・清掃が必要な場合は延長（ｍ）を算出する。 
 

      ２）縦目地 
 縦目地については、「第３編（道路編）１．５コンクリート舗装工 」によるものとする。 

 

      ３）横目地 
 横目地については、必要に応じて「第３編（道路編）１．５コンクリート舗装工」によるも
のとする。 

 
 （２）施工箇所区分 

       本線、副道、歩道等の施工箇所ごとに区分して算出する。 

 

    （連続鉄筋コンクリート舗装の構成） 
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１．７ 排水性アスファルト舗装工 

 

 １．適用 

車道における排水性アスファルト舗装工事に適用する。 

なお、平均施工幅員が1.4m未満の場合において、1層当り平均仕上り厚が50mmを超える場合、

平均施工幅員が2.4m以上の場合において、1層当り平均仕上り厚が65mm以上の場合を除く。 

 

 ２．数量算出項目 

排水性アスファルト舗装面積、導水パイプ延長を区分ごとに算出する。面積＝本線（舗装端部

含む）＋すりつけ部＋非常駐車帯を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、平均施工幅員、1層当り平均仕上り厚、導水パイプの設置の有無、片側車線数、規格

、瀝青材料の規格とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表  

       区 分 

項 目 

3 

次 

元 

モ 

デ 

ル 

属 性 情 報 

平

均

施

工

幅

員 

１層当

り平均

仕上り

厚 

(mm) 

導水パ

イプの

設置の

有無 

片側

車線

数 

規格

(材

料) 

瀝青

材料

の規

格 

単

位 

数

量 
備考 

排水性舗装・ 

表層 

(車道･路肩部) 
Ｂ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ m2   

導水パイプ Ｂ  －   ○  m   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）平均施工幅員 

平均施工幅員による区分は、下記のとおりとする。 

① 1.4m 未満 

② 2.4m 以上 

 

 （３）規格区分 

材料の規格を示すとともに、締固め後密度も示す。  
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１．８ 透水性アスファルト舗装工 

 

 １．適用 

 歩道における透水性アスファルト舗装工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 フィルター層面積、透水性アスファルト舗装面積を区分ごとに算出する。 

 なお、路盤の数量は、「第３編（道路編）１．２ 路盤工」により算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、平均幅員、1層当り平均仕上り厚、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

          区 分 

項 目 

3 次元 

モデル 

属 性 情 報 

規格

(材料) 

平均

幅員 

1層当り平均

仕上り厚 
単位 数量 備考 

フィルター層 Ｂ ○ － 〇 m2   

透水性アスファルト舗装 Ｂ 〇 〇 〇 m2   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）規格区分 

材料の規格を示すとともに、空隙率（フィルター層は除く）、締固め後密度も示す。 

 

 （３）平均幅員区分 

透水性アスファルト舗装の平均幅員による区分は、下記のとおりとする。 

① 1.4m 未満 

② 1.4m 以上 2.4m 未満 

③ 2.4m 以上 

 

 

（透水性アスファルト舗装の構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表層　（透水性アスコン）

路盤（クラッシャラン等）

フィルター層（砂等）

路　　　　床
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１．９ グースアスファルト舗装工 

 

 １．適用 

  グースアスファルト舗装に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

  グースアスファルト舗装面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 
  区分は、舗装厚、規格とする。 

 

（１） 数量算出項目及び区分一覧表  

区 分 
 
項 目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

舗装厚 規 格 単位 数  量 備 考 

グースアスファルト舗装 Ｂ ○ ○ ㎡   

プ レ コ ー ト 砕 石 Ｂ ― ○ ㎏   

目 地 材 Ｂ ― ○ ｍ   
 

  3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

  （２）舗装厚区分 

      グースアスファルト舗装面積を舗装厚ごとに区分して算出する。 

 

４．数量算出方法 

    数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）プレコート砕石・目地材の数量は、グースアスファルト舗装１００ｍ２当り必要量を算出す   

る。 
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１．１０ 薄層カラー舗装工   

 

 １．適用 

   薄層カラー舗装工に適用する。 

 

  ２．数量算出項目 

  薄層カラー舗装面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

  区分は、規格・舗装厚とする。 

 

（１） 数量算出項目及び区分一覧表  

区分 
 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・舗装厚 単 位 数 量 備 考 

薄層カラー舗装 Ｂ 〇 ｍ2   

 
  3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

４．数量算出方法 

    数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 

  （１）薄層カラー舗装は以下の区分により算出する。 

        薄層カラー舗装   加熱混合系 
 樹脂ﾓﾙﾀﾙ   厚 ６ｍｍ以下 

厚 ６ｍｍを超え  ８ｍｍ以下 
厚 ８ｍｍを超え１０ｍｍ以下 

  

 景観透水性   厚１０ｍｍ以下 
厚１０ｍｍを超え１５ｍｍ以下 

 樹脂系すべり止め   車道（ＲＰＮ―１０１～４０２、ＲＰＮ６０１～６０２） 
歩道（ＲＰＮ―５０１～５０２） 

 

    （注）１．樹脂系すべり止め舗装の区分は、規格・仕様別に区分して算出する。 

              ２．樹脂モルタルについては、一般部と階段ステップ部に区分して算出する。 

 

  （２）加熱混合系薄層カラー舗装は、「第３編（道路編）１章舗装工 １．３アスファルト舗装    

工」による。 
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１．１１ 橋面防水工 

 

 １．適用 

 シート系防水（アスファルト系）、塗膜系防水（アスファルト系）による橋面の防水工に適用

する。 

 

 ２．数量算出項目 

 施工面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 
 区分は、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

 

 
 
 
 

   

 

 

区 分 
 
項 目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報  

 

 

 

      

規 格 単位 数 量 備  考 

橋 面 防 水 Ｂ ○ ｍ２   

ド レ ー ン 材 Ｂ ○ ｍ  防水１００ｍ２当たり 

目  地  材 Ｂ ○ ｍ  〃 

   
3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）規格区分                                    

    シート系防水及び塗膜系防水ごとに区分して算出する。 

 

 ４．数量算出方法 

     数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

  （１）施工面積には、端部処理の立上り面積は含めない。 
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１．１２ 踏掛版設置工 

 

 １．適用 

厚さ0.35m以上0.65m以下の現場打ちの踏掛版の設置に適用する。 

ただし、主たる鉄筋が太径鉄筋（D38以上D51以下）の場合には適用しない。 

 

 ２．数量算出項目 

コンクリート体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、コンクリート規格、ゴム支承の有無、養生工の有無とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

          区 分 

項 目 

3 次元 

モデル 

属 性 情 報 

ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格 

ゴム支承

の有無 

養生工の

有無 
単位 数量 備考 

踏掛版設置 Ａ ○ ○ ○ m3   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．アンカーボルトは踏掛版受台にて施工されるため含まない。 

  ２．鉄筋加工・組立費が必要な場合は、「第１編（共通編）４．３．１ 鉄筋工」による。 

その場合、鉄筋量にスパイラル筋は含まない。 

  ３．養生は一般養生程度のものであり、給熱養生等の特殊養生が必要な場合は別途計上する。 

  ４．路盤材の敷設は含まない。 

  ５．コンクリートのロスを含む。 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）作業土工は、「第１編（共通編）２章土工」によるものとする。 

 


